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平成24年 第１回定例会・第１回臨時会議案賛否表
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こんなことが決まりましたこんなことが決まりました
平成24年 第１回定例会

(３月２日∼３月21日)

・第１回臨時会
(３月26日)

平成24年 第１回定例会
(３月２日∼３月21日)

・第１回臨時会
(３月26日)

議案
第10号

議案
第11号

議案
第12号

議案
第13号

（３月26日）

議案
第15号

議案
第16号

修正可決
委員会提案により第３条第１項及び第11条中「町民等」を「町及び町民等」に
改める。

基山町暴力団排除条例の制
定について

議案
第１号

結 果内 容議 案区 分

平成24年度基山町一般会計
予算

平成24年度基山町国民健康
保険特別会計予算

平成24年度基山町後期高齢
者医療特別会計予算

平成24年度基山町下水道特
別会計予算

平成23年度基山町一般会
計補正予算

平成24年度基山町一般会
計補正予算

暴力団の排除を推進し、町民の安全で平穏な生活を確保し社会経済活動の健
全な発展に寄与するため制定する。

議案
第２号

議案
第３号

議案
第４号

議案
第５号

議案
第６号

議案
第７号

議案
第８号

議案
第９号

歳入歳出予算の総額を51億8,337万円にする。

歳入歳出予算の総額を21億675万円にする。

歳入歳出予算の総額を１億8,371万円にする。

歳入歳出予算の総額を３億9,529万円にする。

歳入歳出予算の総額から1,500万円を減額し、55億3,394万円にする。

歳入歳出予算の総額に1,000万円を追加し、51億9,337万円にする。

原案可決

基山町非常勤特別職の報酬
及び費用弁償に関する条例
の一部改正について

基山町税条例の一部改正に
ついて

基山町営住宅設置及び管理
条例の一部改正について

基山町固定資産評価員の選
任について

平成23年度基山町一般会計
補正予算

平成23年度基山町国民健康
保険特別会計補正予算

平成23年度基山町後期高齢
者医療特別会計補正予算

平成23年度基山町下水道特
別会計補正予算

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

基山町健康づくり推進協議会に、基山町献血推進協議会を統合することに伴
い、基山町非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条例を改正する。

町たばこ税における税率の改正、並びに個人町民税における退職所得の10％
税額控除の廃止、及び東日本大震災に係る雑損控除額等の拡充を図るため改
正する。

公営住宅法が改正され、公営住宅の入居収入基準等を条例で規定するため、基
山町営住宅設置及び管理条例を改正する。

内山十郎氏を基山町固定資産評価員に選任する。

歳入歳出予算の総額から6,258万円を減額し、55億4,894万円にする。

歳入歳出予算の総額に2,033万円を追加し、21億5,126万円にする。

歳入歳出予算の総額から198万円を減額し、１億7,125万円にする。

歳入歳出予算の総額から903万円を減額し、３億8,503万円にする。

同 意
田代正好氏を基山町副町長に選任する。基山町副町長選任につい

て
議案
第14号

原案可決

原案可決

原案可決

同 意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
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平平平平平平平平成成成成成成成成2222222233333333年年年年年年年年度度度度度度度度補補補補補補補補正正正正正正正正予予予予予予予予算算算算算算算算平成23年度補正予算平成23年度補正予算

△145万円 196万円

国庫支出金

歳 入

307万円 △305万円

農林水産業費

民生費

△1,894万円土木費

総務費

△270万円

歳 出

町債

繰入金

県支出金

6,550万円 △162万円

主
要
な
内
訳

一般会計補正予算一般会計補正予算

6,258万円を減額し、予算総額55億4,894万円となった。

一般会計歳出の主な補正内容
・社会福祉法人設備整備補助金 300万円 ・公共施設LED化工事費 △81万円

・浄化槽設置整備事業補助金 △115万円 ・けやき台北部公園照明修理費 50万円

・各種健（検）診委託料 △304万円 ・消火器購入補助金 13万円

・障害者自立支援給付費 589万円 ・庁用備品購入費 △201万円

・障害者自立支援医療費 100万円 （情報通信機器）

国民健康保険特別会計補正予算国民健康保険特別会計補正予算

後期高齢者医療特別会計補正予算後期高齢者医療特別会計補正予算

下水道特別会計補正予算下水道特別会計補正予算

・一般被保険者療養給付費負担金 2,594万円

・一般被保険者高額療養費補助金 1,272万円

・特定健康診査委託料 △306万円

2,033万円 21億5,126万円

補正額 補正後の予算

歳出の主な補正内容

・後期高齢者医療広域連合納付金 △185万円

・後期高齢者医療健康診査等事業費 △23万円

△198万円 1億7,125万円

補正額 補正後の予算

歳出の主な補正内容

・公共下水道事業全体計画変更策定業務委託料 △362万円

・宝満川上流流域下水道負担金 △373万円

△903万円 3億8,503万円

補正額 補正後の予算

歳出の主な補正内容
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︑
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︒
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今
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国
・
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・

％
を

・

40

69

35

64
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︒

こ
の
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︑
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は
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・

％
の
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︑
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０
・
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の
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87
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︒

し
か
し
︑
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場
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の
課
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果
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︒

そ
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︑
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の
た
ば
こ
税

25

に
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こ
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を
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︒

問
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％
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的
な
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︑
そ
の
2

分
の

に
税
率
を
乗
じ
た
金
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控
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金
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る
︒

25

1

1

10

議 案 審 議

平成24年 第１回臨時会平成24年 第１回臨時会

３月26日に臨時会が開かれ、副町長として田代 正好氏
を選任することに同意した。

氏名 田
た

代
しろ

正
まさ

好
よし

（昭和37年 9 月21日生）

神埼市神埼町在住

職歴
昭和58年 4 月 佐賀県庁 奉職

平成19年 4 月 統括本部政策監グループ総務担当係長

平成20年 4 月 県土づくり本部交通政策部道路課総務担当係長

平成21年 4 月 健康福祉本部企画・経営グループ総務担当係長

副町長選任に同意

一般会計の補正予算を可決

平成23年度 消防事務組合負担金の減額などにより1,500万円を減額
平成24年度 基金繰入金と予備費の調整により副町長の人件費1,354万円の追加
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平平平平平平平平成成成成成成成成2222222244444444年年年年年年年年度度度度度度度度当当当当当当当当初初初初初初初初予予予予予予予予算算算算算算算算審審審審審審審審議議議議議議議議平成24年度当初予算審議平成24年度当初予算審議
予 算 特 別 委 員 会

特別委員会の冒頭に町長から施政方針や予算編成方針をもとに次の説明があった。

今年度は町長の改選期であったため当初予算については骨格予算とし、継続事業等の必要不可決なものを計上

した。その上で「入るを量りて出ずるを制す」の姿勢で、持続可能な健全財政の維持を考慮し予算編成を行った。

問 現在止まっている小松地区の水車とう精施設は

観光事業として修理をし、動かしてほしいが今

後はどうするのか。

答 水車は観光目的ではなく、とう精を目的として

国の補助金で設置している。あと２年の建物の

耐久年数が経過すれば設置条例を廃止したい。

水車の稼働をどうするか

基肄城跡整備見直しについて

循環バスの運行改善を

下水道の今後の見直しは（下水道特別会計）

国保の運営はどうなる（国民健康保険特別会計）

問 循環バスの運行改善については町民からの要望

が強いが、改善点は何か。

答 ４月から朝８時台を増便する。その上で、平成

24年度中に公共交通会議を立ち上げて、ルート

の変更・利用料・台数等について検討する。

問 基肄城跡保存整備については佐賀県への要請と

同時に太宰府市・大野城市との連携を視野に入

れ、整備すべきではないか。

答 平成24・25年度に基肄城跡の水門石垣修理、26年

度に修景工事を行う。その後、計画全体の見直

しを行う予定である。

問 平成23年度は基山町の医療給付費が急速に伸び

ている。このままでは国民健康保険の基金は平

成25年度には枯渇し、破たんする恐れがあるが

どうするか。

答 国民健康保険の維持のためには、国保税の税率

アップか一般会計からの繰り入れが必要になる。

税率改定については、国民健康保険運営協議会

に諮問し、検討していく。

問 基山町の下水道事業認可区域の工事もほぼ終わ

り、平成23年度末の接続率はどうか。

答 下水道の接続状況は公共マス設置が全体で1793

基であるが、接続済が1358基、未接続が435基で

ある。接続率は75.6％である。

問 事業認可区域の見直しはどうか。

答 現在の認可区域の整備は平成24年度で終わる。

計画見直しについては、県と協議中であり報告

できる段階ではない。

17億6,594万円 15億8,765万円

51億8,337万円 53億7,697万円 50億2,809万円

24年度 23年度 22年度

一 般 会 計

特

別

会

計

区 分

下 水 道 3億9,529万円 4億2,243万円 7億 870万円

後期高齢者医療 1億8,371万円 1億7,632万円 1億7,796万円

国民健康保険 21億 675万円

■各会計当初予算規模■各会計当初予算規模



歳入総額
51億

8,337万円

町税
23億3,024万円
（45%）

繰入金
4億4,315万円
（9%）

使用料手数料
9,444万円
（2%）

分担金負担金
7,962万円
（1%）

その他の収入
1億1,232万円
（2%）

8,33

繰入
4億4,31
（9%

地方交付税
7億5,809万円
（15%）

国庫支出金
4億5,115万円
（9%）

町　債
3億4,8513億4,851万円万円3億4,851万円
（7%）

  （6%）

その他交付金
2億2,689万円

（4%）

歳出総額
51億

8,337万円

民生費
16億2,818万円
（31%）

公債費
8億90万円
（16%）

衛生費
7億4,174万円
（14%）

総務費
6億5,358万円
（13%）

教育費
4億7,032万円
（9%）

土木費
3億7,950万円
（7%）

消防費
2億4,454万円
（5%）

農林水産業費
7,507万円
（1%）

　その他
1億8,951万円
（4%）

▲

自主財源
30億5,977万円
（59%）

依存財源
21億2,356万円
(41%)

町
で
ま
か
な
え

るお金

国
・県借

金
に
頼
る
お
金

・

グラフ内の各項目の金額は
端数切り捨てをしていますので
合計と総額は一致しません。

県支出金県支出金県支出金
3億3,892万円3億3,892万円3億3,892万円

平成24年３月7

平平平平平平平平成成成成成成成成 2222222244444444 年年年年年年年年度度度度度度度度当当当当当当当当初初初初初初初初予予予予予予予予算算算算算算算算平成 24 年度当初予算平成 24 年度当初予算
一般会計 51億8,337万円（昨年度に比べ 1億9,360万円減）

●町民一人あたりの予算（一般会計）

平成24年１月１日現在の人口17,789人の一人あたりに換算しました。

町民一人あたりの予算

291,380円
民生費

90,328円

児童、高齢者、障がい者
の福祉の推進など

公債費

46,621円

これまでの施設整備など
で借りたお金の返済

衛生費

40,793円

ゴミ、し尿の処理や健康
増進事業など

総務費

37,879円

総務管理、財産管理、地
域振興、税務事務など

教育費

26,224円

学校の管理運営や施設整
備、生涯学習の推進など

土木費

20,379円

道路、公園、公営住宅
の整備など

消防費

14,569円

消防活動や救急業務など

農林水産業費

2,914円

農業、林業、畜産業など
の振興

その他

11,655円

商業、観光の振興および
議会運営、災害復旧など
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こ
の
条
例
の
基
本
理
念
と
し
て
︑
基
山
町

及
び
基
山
町
民
等
は
︑
暴
力
団
が
町
民
の
生

活
及
び
社
会
経
済
活
動
に
不
当
な
影
響
を
与

え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
︑﹁
暴
力
団

を
恐
れ
な
い
こ
と
﹂
︑
﹁
暴
力
団
に
資
金
を
提

供
し
な
い
こ
と
﹂
︑
﹁
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

こ
と
﹂
及
び
﹁
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
さ
せ

な
い
こ
と
﹂
を
基
本
と
し
て
︑
次
の
項
目
を

推
進
す
る
︒

・
町
の
事
務
及
び
事
業
の
入
札
に
暴
力
団
等

を
参
加
さ
せ
な
い
こ
と

・
町
の
公
の
施
設
の
利
用
の
許
可
を
せ
ず
︑

又
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

・
町
は
︑
町
民
等
の
各
種
団
体
が
自
主
的
に

取
り
組
む
暴
力
団
の
排
除
活
動
に
支
援
す

る
こ
と

・
町
は
︑
中
学
生
に
対
し
て
︑
暴
力
団
の
排
除

に
関
す
る
教
育
を
行
う
こ
と

・
町
及
び
町
民
等
は
︑
暴
力
団
員
等
に
金
品

そ
の
他
財
産
上
の
利
益
の
提
供
を
し
て
は

な
ら
な
い
等

当
委
員
会
で
は
︑
慎
重
審
議
の
結
果
︑
第

条
の
基
本
理
念
と
第

条
の
利
益
の
供
与

3

11

の
禁
止
に
お
い
て
︑
町
と
町
民
等
が
一
体
と

な
っ
て
暴
力
団
排
除
に
臨
む
べ
き
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
︑
｢町
民
等
｣
を
｢町
及
び
町
民
等
｣

に
一
部
修
正
し
︑
全
会
一
致
で
可
決
し
た
︒

『

鳥
栖
三
養
基
消
防
事
務
組
合
消

防
本
部
﹄
を
視
察

消
防
業
務
及
び
消
防
救
急
通
信
体
制
を
視

察
の
た
め
︑
鳥
栖
三
養
基
消
防
事
務
組
合
消

防
本
部
を
視
察
し
た
︒

消
防
救
急
通
信
体
制
に
つ
い
て
は
︑
通
信

シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
実
際
に
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
︑
現
地
調
査
を

行
っ
た
︒
通
信
シ
ス
テ
ム
機
器
に
つ
い
て

は
︑
平
成

年
５
月
ま
で
に
お
お
む
ね

億

28

11

円
を
か
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
と
の
説
明

を
受
け
た
︒
ま
た
︑
消
防
組
織
法
改
正
に
よ

る
広
域
化
の
対
応
と
し
て
は
︑
地
域
性
・
特

異
性
・
医
療
圏
・
生
活
圏
の
関
係
に
よ
り
当

消
防
事
務
組
合
は
単
独
で
維
持
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
︒

循
環
バ
ス
検
討
員
会
の
答
申
で
︑

⑴
児
童
送
迎
の
運
行
系
統
か
ら
の
分
離

⑵
運
賃
︵
料
金
︶
有
料
化
の
検
討

⑶
運
行
回
数
と
路
線
の
見
直
し

⑷
循
環
バ
ス
の
利
用
啓
発

の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
︒

答
申
を
受
け
て
︑
町
は
児
童
送
迎
を
登
校

時
は
従
前
の
ま
ま
で
︑
下
校
時
に
は
実
費
の

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
︒

ま
た
︑
朝

時
台
に

便
増
便
す
る
︒

8

1

年
度
中
に
公
共
交
通
会
議
を
立
ち
上
げ

24
て
ル
ー
ト
︑
利
用
料
︑
台
数
等
に
つ
い
て
検

討
を
は
じ
め
る
︒

下
水
道
全
体
計
画
見
直
し

下
水
道
工
事
は
︑
今
年
度
高
島
団
地
等
３

箇
所
舗
装
工
事
で
認
可
区
域
の
整
備
は
終
わ

る
こ
と
か
ら
︑

年
度
中
に
下
水
道
計
画
の

24

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
︒

公
共
下
水
道
事
業
は
︑
平
成

年
度
に
事

12

業
認
可
を
取
得
し
︑
認
可
計
画
に
沿
っ
て
整

備
を
進
め
て
き
た
︒
現
在
の
﹁
公
共
下
水
道

事
業
全
体
計
画
﹂
は
︑
策
定
か
ら

年
を
経

10

過
し
︑
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
︒

当
初
︑
公
共
下
水
道
事
業
は
︑
け
や
き
台

処
理
区
︵
フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
︶
と
宝
満
川

上
流
処
理
区
︵
宝
満
川
流
域
下
水
道
流
入
計

画
︶
と
し
て
整
備
を
行
い
︑
将
来
的
に
は
本

町
全
域
を
宝
満
川
上
流
処
理
区
と
し
て
整
備

を
行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑

汚
水
を
取
り
込
む
予
定
の
﹁
流
域
下
水
道
基

山
幹
線
﹂
は
︑
現
在
の
と
こ
ろ
整
備
が
遅
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
︒

ま
た
︑
財
政
状
況
の
変
化
︑
将
来
の
人
口

に
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の

構
築
等
︑
様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
︑

﹁
公
共
下
水
道
事
業
全
体
計
画
﹂
の
変
更
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

﹃
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
﹄
を
視
察

保
育
行
政
視
察
の
た
め
︑
た
ん
ぽ
ぽ
保
育

園
を
見
学
し
た
︒
園
児
は
定
数

名
に
対
し

90

１
２
３
名
︵
１
歳
児

名
︑
２
歳
児

名
︑
３

13

30

～
５
歳
児

名
︶
︒
運
営
費
は
国
庫
補
助
１

80

／
２
︑
県
１
／
４
︑
町
１
／
４
で
あ
る
︒

保
育
理
念
は
︑
子
ど
も
の
状
況
や
発
達
過

程
を
踏
ま
え
︑
生
き
る
力
の
基
礎
を
養
う
こ

と
を
掲
げ
て
｢
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
｣
を
導

入
し
て
い
る
︒

本
桜
・
城
の
上
線
の
道
路
新
設
に
よ
る
影

響
︵
駐
車
場
︶
や
園
舎
の
老
朽
化
が
課
題
で

あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
︒

｢

基
山
町
暴
力
団
排
除
条
例
﹂
を
一
部
修
正
し
て
可
決

｢

基
山
町
暴
力
団
排
除
条
例
﹂
を
一
部
修
正
し
て
可
決

総
務
文
教
常
任
委
員
会

循
環
バ
ス
︑
朝
１
便
増
便

循
環
バ
ス
︑
朝
１
便
増
便

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

▲救急指令を行う指令室
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議
会
運
営
委
員
会
・
議
長
・
議
会
事
務
局

長
︑
計
８
人
で
︑
福
岡
県
田
川
市
議
会
・
豊
前

市
議
会
を
訪
問
し
視
察
研
修
を
行
っ
た
︒

田
川
市
議
会
で
は
︑
｢
議
会
基
本
条
例
制
定

も
含
め
た
議
会
改
革
に
つ
い
て
﹂﹁
議
会
報
告

会
に
つ
い
て
﹂﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ

い
て
﹂
説
明
を
受
け
︑
相
互
討
論
を
行
っ
た
︒

市
民
の
中
に
は
議
会
に
対
し
て
厳
し
い
目

が
あ
る
︒
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
の
削
減
の

声
が
あ
る
︒
そ
の
中
で
︑
議
員
定
数
の
削
減

︵

名
か
ら

名
へ
︶
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
議

22

20

会
の
活
性
化
と
機
能
強
化
を
図
り
︑
議
会
運

営
全
般
を
見
直
す
た
め
に
﹁
議
会
基
本
条
例

検
討
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
て
︑
約
１
年

か
け
て
議
論
し
︑
施
行
し
た
︒

議
会
基
本
条
例
制
定
で
苦
労
し
た
こ
と

は
︑
反
問
権
の
扱
い
・
首
長
や
執
行
部
に
反

問
す
る
権
利
を
ど
の
よ
う
に
保
障
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
力
を
入
れ
た
こ
と

は
︑
議
会
報
告
会
を
年
１
回
以
上
開
催
す
る

と
明
記
し
た
︒

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
準
備
の
と
き
︑

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
詳
し
い
議

員
や
議
会
事
務
局
で
費
用
を
か
け
ず
に
行

い
︑
配
信
作
業
も
外
部
委
託
せ
ず
︑
自
ら
行

う
こ
と
が
大
事
と
の
説
明
だ
っ
た
︒

基
山
町
議
会
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

検
討
し
て
お
り
︑
是
非
参
考
に
し
た
い
︒

豊
前
市
議
会
で
は
︑﹁
議
会
基
本
条
例
に
つ

い
て
﹂﹁
情
報
公
開
に
つ
い
て
﹂
の
説
明
を
受

け
た
︒
豊
前
市
議
会
基
本
条
例
の
特
徴
は
︑

反
問
権
の
取
り
扱
い
だ
と
の
説
明
だ
っ
た
︒

｢
市
長
等
は
議
員
の
質
問
に
対
し
︑
議
長
及

び
委
員
長
の
許
可
を
得
て
反
問
す
る
こ
と
が

出
来
る
﹂
と
明
記
し
て
い
る
︒

田
川
市
は
﹁
答
弁
に
必
要
な
範
囲
内
で
⁝
﹂

と
制
限
を
設
け
て
い
る
︒

視
察
後
の
印
象

両
市
議
会
の
視
察
研
修
後
の
印
象
は
︑
危

機
感
を
持
ち
︑
議
会
の
存
在
感
を
高
め
て
い

る
︒住

民
の
期
待
・
要
望
に
応
え
る
た
め
︑
議

会
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は

基
山
町
議
会
も
見
習
う
必
要
が
あ
る
︒

３
月
議
会
で
第
３
次
の
議
会
改
革
特
別
委

員
会
を
設
置
し
た
︒
３
月

日
に
第
１
回
の

26

特
別
委
員
会
を
開
き
︑
委
員
長
に
鳥
飼
勝
美

議
員
︑
副
委
員
長
に
久
保
山
義
明
議
員
を
選

出
し
た
︒

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
平
成

年
度
の
第
１
次
︑
平
成

年
度
の
第
２
次

18

22

と
設
置
さ
れ
議
会
の
改
革
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
︒
今
回
は
今
ま
で
の

協
議
を
踏
ま
え
︑
更
な
る
議
会
改
革
を
目
指

し
て
第
３
次
の
委
員
会
で
協
議
を
深
め
て
い

く
も
の
で
あ
る
︒

第
１
次
特
別
委
員
会

基
山
町
議
会
の
行
財
政
改
革
を
主
要
な
課

題
と
し
て
協
議
が
さ
れ
た
︒
そ
の
結
果
︑
議

員
定
数
の
削
減
を
協
議
し
︑
定
数

人
か
ら

16

人
へ
定
数
２
名
減
を
決
定
し
た
︒
ま
た
︑

14議
会
関
係
の
図
書
購
入
等
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
︒

第
２
次
特
別
委
員
会

全
議
員
が
議
会
改
革
を
す
べ
き
と
思
わ
れ

る
事
項
を
提
出
し
た
︒
提
出
さ
れ
た
１
０
５

件
の
事
項
を

項
目
に
分
類
し
︑
そ
れ
を
１

46

項
目
ず
つ
検
討
し
た
︒
ま
ず
︑
実
施
す
べ
き

も
の
や
今
後
の
課
題
と
な
る
べ
き
も
の
を
抽

出
し
︑
実
施
可
能
な
事
項
を
優
先
順
位
を
付

け
て
次
の
４
つ
に
分
類
し
て
整
理
し
た
︒

①
直
ぐ
に
取
り
組
み
︑
改
革
を
実
施
す
べ

き
も
の

②
早
急
に
改
革
を
実
施
す
べ
き
も
の

③
今
後
検
討
し
て
改
革
し
て
い
く
も
の

④
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
も
の

こ
の
中
で
︑
議
員
定
数
は

名
か
ら

名

14

13

に
１
名
の
定
数
減
を
実
施
し
た
︒
費
用
弁
償

を
廃
止
し
た
︒
一
般
質
問
の
答
弁
を
答
弁
席

か
ら
で
は
な
く
自
席
か
ら
す
る
こ
と
で
時
間

の
短
縮
を
図
っ
た
︒
議
会
傍
聴
者
の
た
め
に

議
案
書
の
貸
し
出
し
を
行
う
︒
休
日
議
会
の

開
催
︒
常
任
委
員
会
を
３
委
員
会
か
ら
２
委

員
会
に
変
更
︒
全
員
協
議
会
を
毎
月
定
例
的

に
開
催
し
て
い
る
︒
議
会
で
の
報
告
事
項
に

質
問
を
行
う
な
ど
︑
で
き
る
こ
と
か
ら
実
現

を
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
①
は
実
施
済
み

で
あ
る
︒
②
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
現

在
も
調
査
研
究
中
で
あ
る
︒
③
④
は
︑
今
後

検
討
を
進
め
て
い
く
︒

第
３
次
特
別
委
員
会

こ
れ
ら
の
協
議
結
果
や
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
て
︑
新
た
な
事
項
の
掘
り
起
こ
し
も
行
い

な
が
ら
︑
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に

向
け
て
検
討
・
研
究
を
深
め
て
い
く
︒

現
在
︑
全
議
員
か
ら
議
会
改
革
に
対
す
る

提
案
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

議
会
の
存
在
感
を
高
め
な
け
れ
ば

議
会
の
存
在
感
を
高
め
な
け
れ
ば

議
会
運
営
委
員
会

第
３
次
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

第
３
次
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

議
会
改
革
特
別
委
員
会
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12名が町政を問う

　一般質問とは、議員が町政について自由に質問
をすることをいいます。質問する項目は事前に通
告します。一般質問の方法は議会ごとに取り決め
をしますが、基山町の場合は、制限時間は一人70
分以内とし、「一問一答方式」を採用しています。
　これは、時間内であれば納得がいくまで何度で
も質問できる方式です。議員が町政の疑問を問い
質します。皆さんも傍聴にお越しください。

一般質問

答

今
後
町
民
と
の
会
合
等

で
話
し
て
い
く
︒

問

旧
役
場
跡
地
・
旧
内
山

建
設
建
屋
・
旧
中
央
公
民
館

の
利
用
計
画
は
進
ん
で
い
る

の
か
︒

答

庁
舎
内
で
検
討
し
︑
町

民
の
意
見
も
聞
い
て
い
く
︒

問

２
期
目
の
課
題
﹁
図
書

館
建
設
の
検
討
﹂
﹁
学
童
保

育
の
６
年
生
ま
で
の
延
長
﹂

﹁
地
域
担
当
職
員
の
配
置
﹂

は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
︒

答

図
書
館
建
設
検
討
は
職

員
内
部
検
討
が
終
わ
り
次

第
︑
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
︒
学
童
保
育
は
現
在
４

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
拡
大

を
考
え
調
査
中
だ
︒
地
区
担

当
職
員
の
配
置
は

年
度
中

24

に
配
置
を
予
定
し
て
い
る
︒

問

図
書
館
建
設
は
慎
重
に

進
め
る
べ
き
で
︑
ま
ず
町
保

有
の
施
設
の
有
効
活
用
を
進

め
る
べ
き
だ
が
︒

答

建
設
あ
り
き
︑
で
は
な

３
期
目
小
森
町
長
の
決

意
・
所
信
に
つ
い
て
問
う

問

２
期
目
４
年
間
を
総
括

し
て
自
己
点
数
は
︒

答

な
か
な
か
難
し
い
が
︑

１
期
目
４
年
間
の
自
己
点
数

点
と
同
じ
だ
と
思
う
︒

60要
望

町
民
と
の
対
話
が
少

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒

点
の
不
足
分
は
何
か
考
え

40て
︑
今
後
４
年
間
の
行
政
に

反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
︒

問

な
ぜ
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

出
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
︒

答

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
疑
問

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
︒

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
思
い
を

書
い
た
︒

問

具
体
的
政
策
や
数
値
目

標
を
出
し
て
も
ら
わ
な
い
と

町
民
は
判
断
出
来
な
い
の
で

は
︒ 問

２
期
目
４
年
間
の
自
己
点
数
は

答

難
し
い
が

点
だ
と
思
う

60重
松

一
徳
議
員

い
︒

問

地
区
担
当
職
員
の
配
置

は
具
体
的
に
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
︒

答

職
員
研
修
も
終
わ
り
︑

早
急
に
体
制
を
整
え
る
︒
超

勤
等
の
問
題
も
あ
り
︑
職
員

の
意
見
も
聞
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
︒

問

合
併
問
題
で
︑
具
体
的

に
４
年
間
で
何
を
す
る
の

か
︒
ま
た
︑
鳥
栖
市
の
動
き

を
ど
う
見
る
の
か
︒

答

合
併
問
題
に
限
ら
ず
町

政
全
般
に
つ
い
て
︑
５
月
か

ら
６
月
ご
ろ
地
区
懇
談
会
を

開
催
し
て
意
見
も
聞
き
た

い
︒
鳥
栖
市
の
動
き
は
関
心

を
持
っ
て
い
る
︒
推
移
を
見

守
り
た
い
︒

問

神
の
浦
た
め
池
の
埋
め

立
て
・
新
町
道
建
設
は
予
定

通
り
進
め
る
の
か
︒

答

前
か
ら
の
懸
案
事
項
で

あ
り
︑
安
全
面
か
ら
も
進
め

る
︒
そ
の
た
め
に
は
地
元
住

民
の
理
解
・
協
力
が
必
要
だ
︒

要
望

地
元
住
民
の
理
解
・

協
力
は
大
前
提
だ
︒
問
題
は

経
費
が
い
く
ら
か
か
る
の

か
︒
埋
立
跡
地
の
利
用
計
画

が
漠
然
と
し
て
い
る
︒
早
急

に
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
︒
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答

で
き
る
だ
け
︑
速
や
か

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒

問

取
消
︑
中
止
の
目
的
・

根
拠
は
︒

答

一
般
的
に
︑
使
用
目
的

外
で
の
利
用
や
︑
施
設
の
破

損
な
ど
管
理
上
問
題
が
あ
る

場
合
は
中
止
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
う
︒
基
山
町
体
育
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
第

条
︑
学
校
施

10

設
に
お
い
て
は
︑
社
会
教
育

法
第

条
の
﹁
支
障
が
な
い

44

と
認
め
る
限
り
﹂
な
ど
の
条

文
が
根
拠
と
な
る
︒

問

基
山
町
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
掲
げ
て
い
る
︒
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
︒

答

子
供
た
ち
の
た
め
︑
健

康
作
り
の
た
め
に
も
ス
ポ
ー

ツ
振
興
は
必
要
と
認
識
し
て

い
る
が
︑
施
設
の
利
用
に
関

体
育
施
設
使
用
許
可
の
取

消
に
つ
い
て

問

使
用
許
可
の
取
消
︑
中

止
手
順
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
︒

答

使
用
取
消
し
等
の
事
案

が
出
た
場
合
は
︑
現
場
の
調

査
や
施
設
管
理
側
と
の
協
議

に
よ
り
判
断
を
す
る
こ
と
に

な
る
︒

問

通
知
の
前
に
会
議
な
ど

行
わ
れ
て
い
る
の
か
︒

答

そ
の
よ
う
な
判
断
を
す

る
場
合
は
︑
当
然
︑
課
内
で

の
会
議
を
行
っ
て
か
ら
に
な

る
︒

問

通
告
の
時
期
は
︒

し
て
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒

小
森
町
政
に
つ
い
て

問

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
の

展
望
を
示
せ
︒

答

将
来
像
と
し
て
は
自
然

と
活
力
と
財
政
力
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
町
︒
そ
れ
に

は
︑

①
健
全
財
政
確
保

②
イ
ン
フ
ラ
整
備

③
福
祉
・
教
育
・
子
育
て

︵
住
み
や
す
さ
実
感
︶

④
協
働

が
必
要
で
あ
る
︒

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
・
経
済
減
速
が
進

む
中
︑
か
な
り
の
困
難
も
予

想
さ
れ
る
が
︑
覚
悟
を
持
っ

て
進
め
て
行
く
︒

幅
広
い
体
育
施
設
の
利
用
を

神
前

輔
行
議
員

て
い
く
︒

問

町
立
の
新
図
書
館
は
︑

い
つ
︑
ど
こ
に
建
設
す
る
の

か
︒

答

平
成

年
度
中
に
︑
庁

24

外
の
図
書
館
建
設
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
︑
建
設
時
期
︑

場
所
を
決
定
す
る
︒

初
め
て
の
基
山
町
の
行
政
評

価
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
か

問

今
回
︑
初
め
て
基
山
町

の
行
政
評
価
が
行
わ
れ
た

が
︑
そ
の
目
的
︑
評
価
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
︒

答

効
率
的
で
質
の
高
い
行

政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
実

施
し
た
が
︑
そ
の
評
価
内
容

が
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
と
思

う
︒
今
後
は
事
業
ご
と
の
個

別
評
価
を
し
て
︑
よ
り
具
体

的
な
評
価
方
法
を
実
施
し
て

い
く
︒

な
ぜ
基
山
町
に
は
町
の
公
民
館

が
存
在
し
な
い
の
か

問

公
民
館
は
社
会
教
育
法

問

町
長
は
︑
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
︑
各
地
区

に
担
当
の
町
職
員
を
配
置

し
︑
協
働
事
業
に
取
り
組
む

と
４
年
前
か
ら
明
言
さ
れ
て

い
る
が
︒

答

今
後
︑
各
地
区
に
担
当

職
員
を
配
置
し
協
働
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
︒

問

地
区
担
当
職
員
を
配
置

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
︑

掛
け
声
だ
け
で
全
く
実
施
さ

れ
な
い
︑
町
長
は
い
つ
ま
で

に
地
区
担
当
職
員
を
配
置
す

る
の
か
︒

答

今
年
の
６
月
議
会
ま
で

に
は
︑
全

区
に
︑
地
区
担

17

当
職
員
を
配
置
す
る
︒

問

今
後
の
行
財
政
改
革
へ

の
取
り
組
み
は
︒

答

職
員
の
行
革
へ
の
一
体

感
を
高
め
る
と
と
も
に
︑
一

部
業
務
の
民
間
委
託
も
考
え

で
︑
町
民
の
教
育
・
文
化
に

関
す
る
各
種
事
業
を
行
う
た

め
の
重
要
な
施
設
と
考
え
る

が
︑
基
山
町
に
は

年
前
か

10

ら
町
の
公
民
館
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
︒

答

平
成

年
に
町
民
会
館

8

が
建
設
さ
れ
て
︑
旧
中
央
公

民
館
の
業
務
を
︑
町
民
会
館

で
行
っ
て
い
た
が
︑
平
成
21

年
度
か
ら
民
間
の
指
定
管
理

制
度
に
移
行
し
た
た
め
︑
基

山
町
に
は
︑
現
在
︑
町
の
公

民
館
は
存
在
し
な
い
︒

問

社
会
教
育
の
場
で
あ
る

町
の
公
民
館
を
︑
現
在
の
町

民
会
館
に
再
度
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
︒

答

町
民
会
館
へ
の
公
民
館

設
置
は
︑
出
来
な
い
こ
と
は

な
い
と
思
う
︒
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
︒

小
森
町
長
３
期
目
の

事
業
展
開
は
な
に
か

鳥
飼

勝
美
議
員

使
用
取
消
の
原
因

▲旧基山町中央公民館
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都
市
計
画
に
つ
い
て

問

都
市
計
画
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
方
を

示
せ
︒

答

自
然
環
境
の
保
全
と
利

便
性
の
高
い
市
街
地
が
コ
ン

パ
ク
ト
に
形
成
さ
れ
た
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
町
︒
市
街
化

区
域
は
残
存
農
地
が
残
っ
て

い
る
の
で
︑
市
街
化
区
域
の

拡
大
は
難
し
い
︒

問

戸
連
た
ん
制
度
の
運

50

用
な
ど
を
調
査
審
議
す
る
た

め
に
も
︑
こ
こ
数
年
開
催
さ

れ
て
い
な
い
都
市
計
画
審
議

会
を
早
急
に
開
催
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
︒

答

ま
ず
は
な
ん
ら
か
の
形

で
開
催
し
た
い
︒

教
育
行
政
に
つ
い
て

問

平
成

年
〜

年
度
に

22

23

町
長
の
所
信
に
つ
い
て

問

３
期
目
に
お
け
る
施
策

に
つ
い
て
優
先
順
位
の
高
い

順
に
示
せ
︒

答

こ
れ
が
先
で
︑
あ
れ
が

後
と
い
う
話
で
は
な
い
︒
健

全
財
政
︑
イ
ン
フ
ラ
整
備
︑

住
民
サ
ー
ビ
ス
︑
協
働
も
同

時
進
行
で
行
う
︒

問

つ
ま
り
計
画
が
な
い
と

見
て
と
れ
る
︒
重
点
施
策
の

現
状
と
課
題
︑
目
指
す
姿
︑

主
な
事
業
︑
指
標
や
数
値
目

標
を
つ
く
り
︑
町
民
に
公
開

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
︒

答

財
政
状
況
が
流
動
的
で

あ
り
︑
全
て
を
目
標
を
定
め

公
開
す
る
こ
と
は
ど
う
か
と

思
う
︒

問

重
点
施
策
の
優
先
順
位
は

答

同
時
進
行
し
て
い
く

久
保
山
義
明
議
員

お
け
る
全
国
学
習
・
学
力
状

況
調
査
に
つ
い
て
基
山
町
立

小
中
学
校
の
現
況
に
対
す
る

所
感
を
示
せ
︒

答

平
成

年
度
は
県
平
均

23

程
度
で
あ
る
た
め
︑
今
後
の

取
り
組
み
の
工
夫
に
よ
り
更

に
伸
び
が
期
待
で
き
る
︒

問

新
学
習
指
導
要
領
の
実

施
時
期
は
い
つ
か
ら
か
︒

答

小
学
校
は
本
年
度
か

ら
︑
中
学
校
は
来
年
度
か
ら

実
施
︒

問

教
育
に
お
け
る
経
済
格

差
を
無
く
す
た
め
に
も
︑
ま

た
学
校
の
補
佐
を
す
る
た
め

に
も
町
営
塾
を
視
野
に
入
れ

検
討
で
き
な
い
か
︒

答

行
政
が
や
る
よ
り
も
︑

ま
ず
は
自
学
自
立
で
き
る
こ

と
を
進
め
た
い
︒
ま
ず
は
︑

足
下
か
ら
進
め
た
い
︒

問

教
育
委
員
会
は
学
校
教

育
に
専
念
し
︑
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
は
町
長
部
局
に
移
行
さ
せ

て
は
ど
う
か
︒

答

し
っ
か
り
と
考
え
て
い

き
た
い
︒

答

各
区
や
各
種
団
体
に
出

か
け
て
行
っ
て
︑
出
前
講
座

を
開
催
し
た
い
︒
広
報
等
で

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
︒

問

福
岡
県
の
大
木
町
は
行

政
と
町
民
の
協
働
で
低
い
コ

ス
ト
で
の
ご
み
の
回
収
と
リ

サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
て
い

る
︒
基
山
町
も
今
以
上
に
ご

み
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
べ

き
と
思
う
が
︒

答

住
民
の
方
と
の
協
力
で

分
別
を
徹
底
し
︑
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

｢
基
山
町
男
女
参
画
推
進
プ

ラ
ン
﹂
策
定
後
の
推
進
は

問

基
山
町
の
審
議
会
等
の

女
性
の
数
と
割
合
を
示
せ
︒

答

５
つ
の
委
員
会
は

人
27

中
女
性
２
人
で
７
・
４
％
︒

の
審
議
会
等
は
２
１
１
人

22中
女
性
が

人
で
︑

・
５

37

17

％
︒

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
は

問

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
で

の
ご
み
処
理
に
対
す
る
基
山

町
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
︒

答

年
間
１
億
５
０
０
万
円

の
負
担
に
な
っ
て
い
る
︒

問

ご
み
を
減
ら
す
た
め
の

方
策
は
何
か
︒

答

可
燃
ご
み
の
中
で
資
源

ご
み
︵
紙
類
等
︶
の
分
別
と

生
ご
み
の
水
き
り
の
徹
底
を

町
民
に
お
願
い
し
た
い
︒

問

生
ご
み
を
減
ら
し
︑
肥

料
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普

及
を
町
は
ど
う
進
め
て
い
く

つ
も
り
か
︒

問

町
の
生
ご
み
を
減
ら
す
に
は

答

水
き
り
の
徹
底
を
お
願
い

大
山

勝
代
議
員

問

全
国
の
平
均
は

・
３

33

％
︑
佐
賀
県
は

・
６
％
︒

21

基
山
町
は
女
性
の
委
員
の
数

が
少
な
い
︒
女
性
登
用
の
た

め
の
努
力
は
し
て
い
る
か
︒

答

委
員
の
交
代
時
に
な
る

べ
く
女
性
の
登
用
を
し
て
ほ

し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
︒

問

｢
推
進
プ
ラ
ン
﹂
が
で

き
た
が
︑
今
後
の
町
の
取
り

組
み
は
ど
う
し
て
い
く
か
︒

答

ま
ず
庁
内
で
研
修
を
し

て
い
る
︒
今
後
は
町
民
に
向

け
て
の
啓
発
や
講
演
会
等
を

し
て
い
き
た
い
︒

▲大木町循環センター「くるるん」
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上
問
題
点
は
な
い
か
︒

答

来
年
度
の
新
１
年
生
か

ら
４
年
生
ま
で
の
児
童
数
が

少
な
い
た
め
︑
転
出
者
数
次

第
で
は
︑
２
ク
ラ
ス
か
ら
１

ク
ラ
ス
へ
学
級
数
が
減
少
す

る
こ
と
も
あ
る
︒

問

若
基
小
は
ピ
ー
ク
時
か

ら
６
４
１
名
も
児
童
数
が
減

少
し
て
い
る
が
︑
校
区
の
見

直
し
を
し
て
は
︒
ま
た
現
在

の
校
区
の
区
分
は
何
を
基
準

で
行
っ
た
の
か
︒

答

町
立
小
学
校
の
通
学
区

域
に
関
す
る
規
則
に
よ
り

行
っ
た
︒

問

若
基
小
の
空
き
教
室

は
︑
現
在
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
︒

答

教
室
で
あ
る
︒
そ
の

15

利
用
状
況
は
︑
各
学
年
の
学

習
室
等
に
利
用
し
て
い
る
︒

問

基
山
町
も
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
︒
空
き
教
室
を
開

放
し
て
︑
高
齢
者
の
文
化
教

室
・
健
康
教
室
・
い
こ
い
の

場
等
に
利
用
で
き
な
い
か
︒

基
山
町
は
少
子
高
齢
化
が

進
む
現
在
︑
基
山
小
︑
若
基

小
の
児
童
数
の
減
少
で
︑
学

校
運
営
に
影
響
を
き
た
し
て

い
る
と
思
う
が
︒

問

児
童
数
の
一
番
ピ
ー
ク

時
の
児
童
数
︑
及
び
︑
年
度

は
︒

答

基
山
小
は
平
成
３
年
︑

８
６
０
名
︒
若
基
小
は
平
成

８
年
︑
９
４
５
名
で
あ
る
︒

問

平
成

年
度
の
児
童
数

24

は
︒

答

基
山
小
︑
５
９
６
名
︒

若
基
小
︑
３
０
４
名
で
あ
る
︒

問

平
成

年
度
の
男
女
別

24

新
入
学
児
童
数
は
︒

答

基
山
小
男
子

名
︑
女

58

子

名
︑
計

名
︒
若
基
小

31

89

男
子

名
︑
女
子

名
︑
計

19

20

名
で
あ
る
︒

39問

若
基
小
の
児
童
数
が
減

少
し
て
い
る
が
︑
学
校
運
営

若
基
小
の
空
き
教
室
を

地
域
利
用
に
開
放
し
て
は

林

博
文
議
員

答

空
き
教
室
に
つ
い
て
は

ご
指
摘
の
と
お
り
︑
地
域
で

の
有
効
利
用
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
︒

農
業
行
政
に
つ
い
て

問

平
成

年
４
月
か
ら
本

23

格
実
施
さ
れ
て
い
る
︑
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
概

要
は
︒

答

販
売
価
格
が
︑
生
産
費

を
恒
常
的
に
下
回
っ
て
い
る

作
物
を
対
象
に
し
て
︑
そ
の

差
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
︑
農
業
経
営
の
安
定
と
国

内
生
産
力
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
︑
食
料
自
給
率
の
向

上
と
農
業
の
多
面
的
機
能
の

維
持
を
目
指
す
制
度
で
あ

る
︒

問

農
地
・
水
・
環
境
保
全

事
業
の
取
り
組
み
状
況
は
︒

答

平
成

年
度
ま
で
の
５

23

年
間
は

組
織
だ
が
︑
平
成

18

年
度
か
ら
の
取
り
組
み
団

24体
は
︑
５
組
織
と
減
少
し
て

申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
︒

問

学
童
保
育
の
６
年
生
ま

で
の
拡
大
に
つ
い
て
結
論
を

い
つ
出
す
の
か
︒

答

い
ま
調
査
・
検
討
し
て

い
る
︒
募
集
も
あ
る
の
で
12

月
頃
に
は
結
論
を
出
し
た
い
︒

学
校
の
冷
房
化
を

問

夏
場
の
暑
さ
は
生
徒
が

学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
で

は
な
い
︒
小
中
学
校
の
冷
房

化
の
計
画
的
な
推
進
を
提
案

す
る
︒

答

本
当
に
必
要
か
︑
教
育

委
員
会
と
検
討
す
る
︒

循
環
バ
ス
の
増
便
を

問

高
齢
化
対
策
と
し
て
︑

買
い
物
難
民
や
足
の
確
保
の

た
め
に
循
環
バ
ス
を
２
台
に

増
便
す
る
こ
と
を
求
め
る
︒

答

１
台
で
も
カ
バ
ー
で
き

る
コ
ー
ス
の
検
討
を
お
こ
な

い
︑
増
便
は
慎
重
に
考
え
る
︒

問

小
森
町
長
の
３
期
目
に

あ
た
り
政
治
姿
勢
や
政
策
に

つ
い
て
尋
ね
る
︒
基
山
町
の

町
づ
く
り
の
最
大
の
課
題

は
︒

答

少
子
化
・
人
口
減
少
対

策
で
あ
る
︒

問

町
長
は
﹁
健
全
財
政
こ

そ
が
行
政
の
最
大
の
責
務
﹂

と
し
て
い
る
︒
私
も
否
定
し

な
い
が
︑
行
政
の
最
大
の
責

務
は
︑
自
治
法
に
い
う
﹁
住

民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
﹂
で
は
な
い
の
か
︒

答

私
も
そ
う
思
う
︒
そ
の

た
め
に
も
財
政
が
大
事
︒
福

祉
・
子
育
て
・
教
育
は
し
っ

か
り
取
組
む
︒
図
書
館
建
設

な
ど
︑
健
全
財
政
を
崩
さ
ず

一
歩
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
︒

問

暮
ら
し
福
祉
ま
も
っ
て
こ
そ

答

福
祉
子
育
て
教
育
は
、
し
っ
か
り
取
り
組
む

松
石

信
男
議
員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
不
安
だ

問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
︵
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
︶
に
関
し
農
水

省
試
算
で
は
︑
関
税
ゼ
ロ
に

な
れ
ば
︑
農
産
物
生
産
減
少

は
４
兆
５
千
億
円
︑
就
業
機

会
の
減
少
は
３
５
０
万
人
︑

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
８
兆
４
千
億
円

減
︑
食
料
自
給
率
は

％
に

13

低
下
す
る
が
︑
佐
賀
県
の
影

響
は
︒

答

私
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

は
懐
疑
的
だ
︒
農
生
産
物
減

少
は
５
０
０
億
円
と
推
定
︒

問

国
民
皆
保
険
制
度
が
崩

さ
れ
れ
ば
命
に
か
か
わ
る
︒

答

医
療
保
険
制
度
が
壊
さ

れ
れ
ば
保
険
制
度
が
立
ち
行

か
な
く
な
る
︒
十
分
注
意
を

払
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
︒

▲学童保育６年生まで拡大を
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マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
予
定

地
に
つ
い
て

問

昨
年

月
末
の
旭
化
成

11

本
社
へ
の
陳
情
の
成
果
を
示

せ
︒

答

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
多

額
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
︑
厳

し
い
状
況
な
の
で
︑
建
て
売

り
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
︒

問

そ
の
後
旭
化
成
側
に
何

か
動
き
は
あ
っ
た
か
︒

答

１
月
に
本
社
の
宅
地
開

発
担
当
課
長
が
来
庁
し
た
︒

そ
の
際
︑
今
後
ど
の
よ
う
に

す
る
か
の
方
針
決
定
の
た

め
︑
材
料
収
集
を
行
っ
て
お

り
︑
３
月
中
に
は
社
内
方
針

を
決
定
す
る
と
の
意
志
表
明

が
あ
っ
た
︒

問

今
後
の
展
望
は
︒

答

新
年
度
に
な
っ
た
ら
社

内
方
針
が
ど
う
な
っ
た
か
の

確
認
を
し
︑
解
決
に
努
め
て

い
く
︒

小
森
町
政
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
歳
入
の

問
題
を
中
心
に
︑
諸
問
題
に

取
り
組
む
う
え
で
の
基
本
姿

勢
を
質
し
た
︒

実
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
が
必
要
と
思
う
が
︑
町
の

考
え
方
は
ど
う
か
︒

答

老
人
福
祉
計
画
の
中
の

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
︑
民
間
の
協
力
も
検
討
し
︑

進
め
て
い
く
︒
高
齢
者
本
人

を
中
心
に
︑
近
隣
・
介
護
関

係
者
・
社
協
等
の
福
祉
関

係
・
民
生
委
員
等
の
地
域
団

体
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
が
連
携
を
図
り
つ
つ

問
題
や
課
題
に
取
り
組
む
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
︒
月
２
回
の

担
当
者
会
議
︑
２
月
に
１
回

の
地
域
ケ
ア
会
議
を
行
な
っ

て
い
る
︒

問

安
心
安
全
確
保
の
た
め

に
︑
ど
の
よ
う
な
施
策
を

行
っ
て
い
る
か
︒

答

概
ね

歳
以
上
の
一
人

65

暮
し
の
方
な
ど
の
自
宅
に
緊

急
通
報
装
置
を
設
置
し
︑
火

事
・
急
病
等
に
対
応
︒
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
︑
配
達

時
に
安
否
確
認
と
健
康
状
態

の
把
握
等
に
努
め
て
い
る
︒

社
協
と
民
生
委
員
の
連
携
に

よ
り
︑
不
定
期
で
は
あ
る
が

声
か
け
を
し
︑
安
否
確
認
を

し
て
い
る
︒

問

今
後
︑
新
た
に
検
討
し

て
い
る
施
策
は
あ
る
か
︒

答

現
在
あ
る
施
策
の
広
報

と
︑
内
容
充
実
に
努
め
て
い

く
︒

問

安
否
確
認
の
た
め
に
民

間
と
の
連
携
を
検
討
し
︑
充

問

一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
対
策
は

答

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

河
野

保
久
議
員

中
学
校
﹁
剣
道
﹂
必
須
科

目
に

問

指
導
者
を
校
外
協
力
者

に
と
い
う
考
え
は
な
い
の

か
︒

答

剣
道
の
段
位
を
取
得
し

て
い
る
教
諭
の
み
で
の
指
導

を
計
画
し
て
い
る
︒

問

初
め
て
の
取
り
組
み
で

も
あ
り
︑
事
故
等
が
な
い
よ

う
に
︑
外
部
の
指
導
者
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
︒

答

今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
︒

子
ど
も
の
関
係
機
関
の
連

携
を
強
固
な
も
の
に

問

町
民
︵
区
民
︶
会
議
︑

補
導
委
員
会
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
︑
子

ど
も
ク
ラ
ブ
等
の
各
団
体
が

連
携
協
力
し
た
活
動
は
あ
る

の
か
︒

答

青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
役
員
に
各
種
団
体
の
代
表

を
選
任
し
︑
協
力
体
制
を

と
っ
て
い
る
︒

問

教
育
委
員
会
が
中
心
と

な
り
各
団
体
の
事
業
連
携
等

を
と
る
べ
き
だ
︒

答

各
団
体
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
考
慮
し
て
い
き
た

い
︒

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
１

名
配
置
し
て
い
る
︒
支
援
内

容
は
︑
児
童
生
徒
へ
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
︑
保
護
者
︑
教

職
員
に
対
す
る
助
言
・
指
導
︑

情
報
収
集
・
提
供
等
を
行

な
っ
て
い
る
︒

問

学
校
の
支
援
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
︒

答

教
育
相
談
部
会
で
不
登

校
傾
向
の
児
童
生
徒
の
現
状

や
学
校
で
の
対
応
を
協
議

し
︑
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た

指
導
を
行
な
っ
て
い
る
︒
保

護
者
と
の
面
談
や
家
庭
訪
問

に
よ
る
教
育
相
談
︑
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

通
し
て
外
部
機
関
へ
繋
ぐ
な

ど
連
携
し
た
対
策
を
と
っ
て

い
る
︒

問

児
童
生
徒
の
支
援
は
卒

業
し
て
も
︑
途
切
れ
る
こ
と

な
く
行
な
っ
て
欲
し
い
︒

答

で
き
る
限
り
の
支
援
を

続
け
て
い
き
た
い
︒

問

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

定
義
を
教
育
委
員
会
で
は
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の

か
︒

答

心
理
的
︑
情
緒
的
あ
る

い
は
社
会
的
要
因
・
背
景
に

よ
り
登
校
し
た
く
て
も
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
児
童
・
生

徒
で
あ
る
︒

問

保
健
室
登
校
や
特
別
室

登
校
︑
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

の
児
童
・
生
徒
は
い
る
の
か
︒

答

保
健
室
登
校
が
１
名
︑

教
室
外
の
別
室
登
校
は
２
名

い
る
︒
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
へ
通
っ
て
い
る
児
童

生
徒
は
い
な
い
︒

問

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
配
置
と
支
援
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
︒

答

中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
１
名
︑
小
学
校

２
校
で
１
名
と
︑
ス
ク
ー
ル

問

不
登
校
児
童
・
生
徒
は
何
名
か

答

小
・
中
３
校
で
９
名

品
川

義
則
議
員
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問

施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
︑
基
山
町
︵
官
︶
と
建

設
業
者
︵
民
︶
と
の
関
わ
り

は
︑
ど
う
執
り
行
な
う
の
か
︒

答

基
本
的
に
は
民
間
の
事

業
で
あ
り
民
間
で
行
わ
れ
て

い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
︒

し
か
し
︑
町
有
地
の
活
用
と

し
て
の
土
地
を
処
分
し
た
こ

と
︑
ま
た
は
誘
致
企
業
の
関

係
も
あ
り
︑
両
者
の
連
絡
調

整
を
行
っ
て
い
る
︒

問

園
部
地
区
の
三
ヶ
敷
集

落
方
面
か
ら
温
浴
施
設
の
ア

ク
セ
ス
道
路
は
︑
拡
幅
ま
た

は
建
設
は
な
い
の
か
︒
第
４

次
総
合
計
画
で
は
︑
塚
原
・

長
谷
川
線
の
延
長
計
画
も
明

記
さ
れ
て
い
る
し
︑
そ
の
延

長
線
上
で
も
あ
る
︒
ま
た
集

落
内
の
生
活
道
路
も
狭
く
︑

地
権
者
も
協
力
さ
れ
る
と
思

う
が
︑
今
が
道
路
建
設
の

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
の
か
︒

答

塚
原
長
谷
川
線
の
延
長

は
︑
現
時
点
で
は
考
え
て
な

問

弥
生
が
丘
温
浴
施
設
の

早
期
着
工
は
で
き
な
い
の

か
︒
現
地
は
ボ
ー
リ
ン
グ
掘

削
の
み
で
︑
立
入
り
禁
止
の

札
が
下
が
っ
て
い
る
︒
具
体

的
な
開
発
計
画
や
施
設
の
完

成
図
面
は
出
来
て
い
る
の
か
︒

答

現
在
開
発
行
為
の
許
可

は
受
け
て
お
り
︑
隣
接
の
企

業
と
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い

る
︒
完
成
図
面
は
出
来
て
な

い
も
の
と
考
え
る
︒

問

建
設
業
者
は
隣
接
す
る

商
工
業
者
や
︑
地
元
園
部
地

区
住
民
と
事
業
開
始
前
の
話

合
い
は
完
了
し
た
の
か
︒

答

地
元
園
部
地
区
に
は
一

度
説
明
会
が
な
さ
れ
て
い

る
︒
ま
た
︑
隣
接
の
事
業
者

に
つ
い
て
は
︑
現
在
協
議
中

で
あ
る
︒

問

温
浴
施
設
の
早
期
完
成
を

答

隣
接
企
業
と
調
整
中

木
村

照
夫
議
員

い
︒

町
内
に
あ
か
り
を
と
も
せ

問

町
が
管
理
し
て
い
る
街

路
灯
の
設
置
状
況
を
示
せ
︒

答

全
区
で
１
１
０
０
基
設

置
し
て
お
り
︑
内
訳
は
蛍
光

灯
８
６
０
基
・
水
銀
灯
１
４

０
基
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
１
０
０
基
で

あ
る
︒

問

九
州
電
力
㈱
に
年
間
支

払
う
電
気
料
金
を
示
せ
︒

答

平
成

年
度
５
７
４
万

21

円
︑
平
成

年
度
５
３
１
万

22

円
︑
平
成

年
度
見
込
５
０

23

０
万
円
で
あ
る
︒

問

取
付
け
に
関
す
る
設
置

基
準
の
要
綱
は
あ
る
の
か
︑

設
置
基
準
を
示
せ
︒

答

明
確
な
基
準
は
な
い

が
︑
集
落
と
集
落
の
間
を
基

本
と
し
て
い
る
︒

化
が
必
要
だ
︒
図
書
館
に
他

施
設
を
抱
き
込
む
考
え
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
一
万
八

千
の
町
だ
︒
自
転
車
で
で
も
︑

歩
い
て
で
も
い
け
る
町
だ
︒

合
併
に
関
し
て

問

交
付
金
︑
負
担
金
が
減

ら
さ
れ
て
い
る
︒
合
併
し
た

所
の
検
証
が
で
き
て
か
ら
で

も
合
併
は
遅
く
な
い
と
言
わ

れ
る
が
︑
合
併
の
効
果
が
短

期
間
で
わ
か
る
か
︒

答

特
例
債
は
十
年
だ
︒
三

十
年
は
か
か
る
︒
す
ぐ
に
結

論
が
出
て
ど
う
こ
う
い
う
話

で
は
な
い
︒

問

合
併
も
視
野
に
入
れ
て

と
い
う
の
は
二
︑
三
十
年
先

の
事
か
︒
町
長
は
今
の
自
治

体
規
模
は

万
か
ら

万
人

20

30

規
模
だ
と
言
わ
れ
た
︒

答

理
想
的
な
規
模
は

万
20

人
位
だ
と
言
っ
た
︒

問

合
併
と
は
成
熟
社
会
に

適
応
で
き
る
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
で
あ
る
︒
合
併
は
境
界

線
を
取
る
だ
け
の
足
し
算
式

か
︒

答

単
な
る
足
し
算
と
は
考

え
て
い
な
い
︒
住
む
人
の
幸

せ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒

答

試
行
で
あ
っ
た
の
で
元

に
戻
す
だ
け
だ
︒

図
書
館
建
設
に
関
し
て

問

町
長
の
図
書
館
建
設
の

構
想
は
︒

答

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
十
分
に
収
集
し
︑
考
え
て

い
き
た
い
︒

問

住
民
の
意
見
を
十
分
に

聞
い
て
と
は
︑
一
見
民
主
的

に
聞
こ
え
る
が
︑
受
動
的
︑

消
極
的
な
姿
勢
で
は
な
い

か
︒
今
や
基
山
町
の
高
齢
化

は

％
に
近
づ
き
︑
男
女
が

30
共
に
労
働
す
る
社
会
に
な

る
︒
図
書
館
建
設
は
こ
れ
ら

の
要
因
も
考
慮
し
た
構
想
を

持
っ
て
あ
る
か
︒
投
資
効
果

を
考
え
︑
新
構
想
の
図
書
館

建
設
は
な
い
か
︒
枠
組
み
を

外
さ
な
い
と
進
歩
は
な
い
︒

答

手
厳
し
い
表
現
だ
︒
民

主
的
で
は
な
く
受
動
的
︑
消

極
的
で
は
な
い
か
と
指
摘
が

あ
っ
た
が
︑
私
は
そ
う
は
思

わ
な
い
︒
標
準
化
︑
多
機
能

問

町
長
の
所
信
表
明
は

﹁
持
続
可
能
な
健
全
財
政
の

維
持
︑
魅
力
︑
特
色
あ
る
基

山
町
を
作
る
﹂
と
あ
る
が
具

体
的
な
目
標
は
何
か
︒

答

図
書
館
建
設
︑
内
山
建

設
の
跡
地
処
理
︑
道
路
も
２

か
所
や
っ
て
い
る
︒

問

各
区
に
老
人
会
が
あ

る
︒
老
人
会
に
対
す
る
補
助

金
は
町
老
連
に
所
属
す
る
老

人
会
に
し
か
交
付
さ
れ
て
い

な
い
︒
公
平
性
に
か
け
る
︒

答

各
地
区
に
存
在
し
︑
活

動
は
あ
る
が
補
助
金
は
町
老

連
し
か
交
付
し
な
い
︒

問

財
政
力
豊
か
な
自
治
体

は
一
部
し
か
な
い
︒
副
町
長

の
廃
止
は
︑
組
織
の
効
率
化
︑

意
思
決
定
の
迅
速
化
及
び
庁

内
の
協
働
体
制
の
確
立
等
が

目
的
だ
っ
た
︒
な
ぜ
副
町
長

を
ま
た
設
け
る
の
か
︒

町
政
運
営
に
つ
い
て

片
山

一
儀
議
員

▲いつになるか、温浴施設
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※この日程は予定であり、状況により変更することがあります。

お問合せ先 基山町議会事務局 ℡ 0942-92-6543

緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル

に
つ
い
て

問

基
山
町
は
︑
い
つ
か
ら

配
信
し
て
い
る
か
︒

答

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
サ
ー

ビ
ス
に
申
し
込
み
︑
平
成
23

年
８
月
よ
り
配
信
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
︒
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
も
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
た
め
︑
近
日
中

に
配
信
可
能
と
な
る
予
定
︒

問

災
害
時
の
防
災
行
政
無

線
と
緊
急
情
報
伝
達
と
の
連

携
は
あ
る
の
か
︒

答

災
害
時
に
は
︑
防
災
行

政
無
線
・
緊
急
連
絡
メ
ー

ル
・
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ

ん
・
広
報
車
・
電
話
の
利
用

を
考
え
て
い
る
︒
緊
急
速
報

エ
リ
ア
メ
ー
ル
も
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る

考
え
で
あ
る
︒

問

全
国
の
多
く
の
教
育
委

員
会
で
進
め
て
い
る
小
中
連

携
に
つ
い
て
具
体
的
な
策
を

と
っ
て
い
る
か
︒

答

夏
季
休
業
中
の
三
校
で

の
合
同
研
修
会
を
意
見
交
換

の
場
と
し
て
い
る
︒
中
学
校

教
諭
が
小
学
校
で
行
う
出
前

授
業
で
︑
中
学
校
の
学
習
を

体
験
す
る
機
会
も
つ
く
っ
て

い
る
︒
ま
た
︑
小
中
打
ち
合

わ
せ
会
を
行
い
︑
進
学
す
る

児
童
の
特
徴
な
ど
小
学
校
担

任
か
ら
中
学
校
へ
申
し
送
り

を
し
︑
随
時
連
絡
を
取
り
合

い
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
︒

問

連
携
を
図
る
う
え
で
の

問
題
点
の
話
し
合
い
は
︒

答

校
長
・
教
頭
研
修
会
に

お
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
︒

問

防
災
意
識
を
高
め
る
手

段
と
し
て
利
用
す
る
取
り
組

み
は
あ
る
か
︒

答

特
段
の
取
り
組
み
は
考

え
て
な
い
が
︑
広
報
等
で
緊

急
速
報
メ
ー
ル
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
︒

︵
注

エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
︑

ド
コ
モ
の
登
録
商
標
︶

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ

ン
の
今
後
の
進
め
方
は

問

推
進
プ
ラ
ン
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
︒

答

男
女
共
同
参
画
庁
内
推

進
会
議
を
平
成

年
度
に
設

23

置
し
︑
庁
舎
内
推
進
を
図
っ

て
い
る
︒
今
後
は
町
民
に
向

け
た
緊
急
啓
蒙
啓
発
活
動
を

行
い
︑
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
を
設
置
す
る
︒

問

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
緩
和
策
示
せ

答

小
中
連
携
を
町
内
三
校
で

牧
薗

綾
子
議
員

災害などの情報を
すばやくキャッチ！

エリアメール

６月も休日議会を開催予定
下記のとおり議会開催を予定しております。９日・10日は休日議会です。

どなたでも傍聴できます。お誘い合わせのうえお越しください。

議場は役場４階です。 基山町議会

平成24年第２回定例会（６月）会期日程（案)

９：30月11

付託を受けた議案をさらに詳しく審査します。９：30

日

12

土

金

木

内 容開始時間曜日日 場 所

常任委員会

本会議

本会議

本会議

休 会

本会議

区 分

火

議案審議…議案内容について町長に質問します。
委員会付託…さらに委員会で詳しく審査するように決めます。

９：00

委員会室

10

議 場

議 場

議 場

会期を決定します。
町長が議案の提案理由を説明します。

９：307 議 場

13：30木14

委員会室常任委員会での審査の結果を集約します。常任委員会13：30水

8

≪一般質問≫
議員が町政に関する質問を行います。
(一人60分以内、午前・午後各３名の予定)

９：00

13

9

議 場
常任委員会の審査結果を委員長が報告します。
それぞれの議案について討論・採決を行います。

本会議
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基山町の公益に関する事柄について、議会は議決に基づき国会や関係行政庁に対して意見書を提出

することができます。議会に提案するには２名以上の議員の署名が必要です。町民の皆さんの意見を

議会に提案して欲しい場合は２名以上の議員の賛同が必要です。また、陳情の場合は議員の賛同は不

要ですが、取扱いが変わります。詳しくは議会事務局にお尋ねください。

今回は、５件の意見書と１件の陳情がありました。

意見書等の結果

議長交際費の公表（平成24年１月〜３月）議長交際費の公表（平成24年１月〜３月）

2,000御 祝

(18件） 125,540円49,600６件

支出の相手方及び行事名等支出金額（円）支出種別

平成23年度累計額計件数

3／14 ㈱九電工教育センター新社屋建設竣工式

5,000御 祝

1／30〜31 議会運営委員会視察研修土産6,300接 遇

1／7 日韓親善少年柔道大会歓迎レセプション6,000会 費

2／8〜9 広報編集委員会視察研修土産6,300接 遇

平成23年度基山経済クラブ年会費24,000会 費

3／25 JAさが基山支所女性部総会

不採択
(賛成少数)

採択
(全員賛成)

採択
(賛成多数)

内 容件 名 結 果区分

不採択
(賛成少数)

不採択
(賛成少数)

原子炉の運転期間
に関する意見書

全議員に
配布

基山町行政及び議会に政治倫理条例制定を要請する。
【提出者】特定非営利活動法人 市民オンブズマン連絡
会議 佐賀 共同代表 畑山敏夫 東島浩幸

政治倫理条例制定
の要請

陳

情

わが国の食料自給率向上に向けて国内の農地を活用
し、担い手が意欲をもって、消費者の需要に応えられ
るような食料の供給体制を整備すべき。個別所得補償
制度の見直し等を求める。

個別所得補償制度
の見直し等、農業
政策の立て直しを
求める意見書

税と社会保障の一体改革を行うには消費税の増税と年
金制度改革案は一体で議論すべきであり、全体像が明
らかにならないと国民は消費税増税に納得できない。
改革の全体像を明らかにするよう求める。

年金制度抜本改革
の全体像を早期に
公表することを求
める意見書

意

見

書

高齢者の生活を守り、地域経済の活性化のため、公的
年金の引下げを行わないよう求める。

公的年金2.5％引き
下げに反対する意
見書

ワクチンの任意接種は公費助成と定期接種化を進める
こと。ポリオワクチンは不活化ワクチンを導入するよ
う求める。

不活化ワクチンの
導入等を求める意
見書

例外的に運転延長を求める場合を「20年を超えない期
間」とする新たな規制方針が発表されたが、原発の危
険性が高まっているなか、原子炉の運転期間を延長し
ないよう求める。
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大山 勝代 委 員 長 木村 照夫 副委員長

河野 保久 委 員 牧薗 綾子 委 員

久保山義明 委 員 神前 輔行 委 員

広報編集委員会

発行／基山町議会 編集／広報編集委員会 〒841-0204佐賀県三養基郡基山町大字宮浦666番地 ☎（0942）92-6543（議会事務局）

印刷／大同印刷株式会社 〒849-0902佐賀県佐賀市久保泉町大字上和泉1848-20 ☎（0952）71-8520㈹
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島
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